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1 )研究対象: 1962年以降 1965年に到る 4 年間の大阪大学病院整形外科および関連病院における各
種脊椎疾患患者，総数 135 例である。
2 )造影手技













度によって前者を 1--][型，後者を町--v型の 5 型に分類した。
次 l乙脊椎静脈造影の病的所見としては，内・外椎骨静脈叢の欠損・細小化・不整化・蛇行・逆流迂
回・口経増大・細狭化・区域静脈の欠損と細狭化などである。乙れらをその障害の程度に応じて I 型





形成ないしは口経増大を示す疾患は，良性腫場'-þの脊椎血管腫および Aneurysmal bone cyst であるロ
一方，微細血管網形成・新生血管増多などを示す疾患は悪性腫携のみである。
6 )静脈造影所見から見た各疾患の特徴:比較的軽度の障害に止まるものは脊椎とり症・腰椎々間
板へ jレニア・変形性脊椎症・強直性脊椎炎などであり，逆につねに高度の障害を示すものは悪性腫場
であった口良性腫場は中等度障害の域に位置し，脊椎結核はその病期にほぼ比例して軽度から高度ま
で全域に拡がっている。
7 )動・静脈造影所見の綜合判定:脊椎結核の動脈ならびに静脈造影所見はおおむねその病期に平
行し，とくに初期においては静脈系の変化が先行する口腫療においては，動・静脈双方の所見を比較
検討することによって，病巣範囲が単純レ線像のみでは不明瞭な場合にもかなり明確に判定され得る
ことが知られたD
腫虜と結核の鑑別診断は，前者が拡張・新生型動脈像を示すときは容易であるが，欠損型を示す場
合，造影像のみからではなお困難である。
〔総括〕
脊椎疾患124例，健常例 11例，総計135例に対し，脊椎動脈および静脈造影を同時に施行し，つぎの
結果が得られた。
1 )著者の作製したカテーテノレを用いることにより，脊髄障害を起こすことなく腰・批間動脈およ
びその分枝・細枝の造影が可能である。その限界は脊髄枝の分枝である椎管内上・下行枝までであっ
7こ口
2 )動・静脈造影所見を分類し，各疾患について検討した結果，その診断・手術方針の決定・予後
の推移などに対して，大きい有用性をもつことが知られた。
円Hd円〆ω
円'''U
論文の審査結果の要旨
脊椎動脈造影のため新しく数種の造影用カテーテ jレを考案・作製し，動物実験によってその臨床的
応用性を確かめた。しかるのち結核および腫場を中心に各種脊椎疾患患者 135 例に対して股動脈から
逆行性に大動脈に挿入・造影を行ない，また脊椎練突起経由静脈造影を併施して両者の総合的検索
による血管造影の診断学的意義を追求した。動脈像における造影限界は脊椎管内上・下行枝までであ
る。動脈・静脈造影所見について疾患・部位別に分類し，症例個々についての所見の特徴を追求，こ
れから動・静脈造影所見を各 5 病型に分類し，各疾患の特性ないし相互関係につき検討した。動脈像
では腫虜のみに多血管性病変の特異像が見られ，この点から他患疾との別鑑容易である口静脈像では
疾患によりその障害程度は異なるが，一般に動脈像よりも鋭敏な反応を示す。動・静脈双方の造影所
見の比較検討によって鑑別診断，手術方針の決定などに対して価値大なることが知られた。
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